
では、今月も安全操業で！
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《今月の海上安全標語》 ～ 見張りは大事 ～
操業中は忙しいですよね。しかし作業に気をとられてるうちに、近くに大型船が…

大型船はすぐに曲がる・止まることが出来ません
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「
危
機
管
理
」
の
心
構
え
と
し
て
“
曲
き
ょ
く

突と
つ

徙し

薪し
ん

”
と
い
う
聞
き
慣
れ

な
い
四
字
熟
語
が
あ
り
ま
す
。
出
典
は
漢
書
の
霍
光
伝
で
“
曲
突
徙

薪
無
恩
澤
、
焦
頭
爛
額
爲
上
客
耶
”
で
す
。
意
味
は
、
中
国
の
あ
る

宿
の
煙
突
近
く
に
薪
が
積
ん
で
あ
っ
た
の
を
見
た
旅
人
が
、
危
険
だ

か
ら
煙
突
を
曲
げ
て
さ
ら
に
薪
の
保
管
場
所
も
変
え
た
方
が
良
い
で

す
よ
と
助
言
す
る
も
、
宿
の
主
人
は
聞
く
耳
を
持
た
ず
旅
人
を
追
い

払
っ
た
。
や
が
て
旅
人
の
心
配
し
て
い
た
と
お
り
宿
は
火
事
に
な
り
、

別
の
旅
人
が
火
の
中
に
飛
び
込
み
火
傷
を
負
い
な
が
ら
消
火
活
動
を
し
た
。
主
人
は
大
変
感
謝
し
、

そ
の
旅
人
を
大
層
も
て
な
し
た
。
し
か
し
、
ま
た
別
の
旅
人
が
本
来
な
ら
ば
最
初
に
助
言
し
た
旅
人

こ
そ
も
て
な
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
言
い
、
主
人
は
大
い
に
恥
じ
入
っ
た
と
い
う
昔
話
か
ら
き
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
未
然
に
災
難
を
防
ぐ
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
を
東
北
大
震
災
時
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
お
歴
々
が
垂
範
し
て
い
た
ら
未
曾
有
の
大

事
故
は
防
げ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
で
し
ょ
う
。

　

や
が
て
「
平
成
」
か
ら
新
時
代
へ
と
変
わ
り
ま
す
が
、
私
く
ら
い
の
年
代
で
す
と
「
昭
和
」
の
方

に
造
詣
が
深
く
、
往
事
に
思
い
を
馳
せ
る
と
き
、『
東
大
安
田
講
堂
事
件
』、『
あ
さ
ま
山
荘
事
件
』

が
浮
か
び
ま
す
。
こ
の
難
事
件
を
陣
頭
指
揮
、
鎮
圧
し
た
初
代
内
閣
安
全
保
障
室
長
の
佐
々
淳
行
氏

が
昨
年
10
月
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
縦
社
会
を
横
に
生
き
た
男
と
し
て
知
ら
れ
、「
危
機
管
理
」
と

い
う
言
葉
は
彼
か
ら
発
せ
ら
れ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
彼
の
本
が
発
行
さ
れ
る
度
に
読
み

耽
っ
た
も
の
で
す
。
中
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
五
つ
の
フ
レ
ー
ズ
、『
省
益
を
忘
れ
、国
益
を
思
え
』、『
悪

い
本
当
の
事
実
を
報
告
せ
よ
（
そ
の
部
下
を
褒
め
て
や
れ
）』、『
勇
気
を
持
っ
て
意
見
具
申
せ
よ
』、

『
自
分
の
仕
事
で
は
な
い
と
い
う
な
か
れ
』、『
決
定
に
は
従
い
、
命
令
は
実
行
せ
よ
』。
い
わ
ゆ
る 

後
藤
田
（
正
晴
、
あ
さ
ま
山
荘
事
件
時
の
警
察
庁
長
官
、
中
曽
根
内
閣
時
の
官
房
長
官
で
あ
り
佐
々

氏
と
は
師
弟
関
係
）五
訓
で
す
。
漁
協
の
一
支
所
を
総
べ
る
者
と
し
て
拳
拳
服
膺
し
た
い
も
の
で
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
心
構
え
と
し
て
は
“
悲
観
的
に
準
備
を
し
て
楽
観
的
に
対
処
せ
よ
”（
佐
々
氏
）

は
今
や
災
害
大
国
と
化
し
た
我
が
国
の
政
治
家
や
官
僚
に
訊
い
て
ほ
し
い
も
の
と
考
え
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
わ
た
し
た
ち
に
も
。

　
『
あ
さ
ま
︱
』（
こ
の
事
件
に
は
、
の
ち
に
現
役
警
察
庁
長
官
狙
撃
事
件
の
被
害
者
と
な
る
國
松
孝

次
氏
も
広
報
担
当
幕
僚
と
し
て
従
軍
し
て
い
ま
す
）
を
鎮
圧
し
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
の
こ
ぼ
れ
話

を
最
後
に
ひ
と
つ
。
当
時
、警
察
官
僚
で
若
く
し
て
“
警
視
正
”
の
階
級
で
あ
っ
た
佐
々
氏
に
対
し
、

彼
の
奥
様
は
こ
う
言
っ
た
そ
う
で
す
。「
と
こ
ろ
で
あ
な
た
は
い
つ
“
巡
査
部
長
”
に
お
な
り
に
な

る
の
？
」

表紙の言葉
「漁業体験見学船 第八ふじなみ」（ＪＦ坊勢）
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～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

危 
機 
管 

理

Ｊ
Ｆ
但
馬 

柴
山
支
所
長　

和 

田　

耕 

治

　最近注目されている観光漁業ですが、その中で今回竣

工したこの第八ふじなみは、乗客40名が乗船でき、船室

でモニターを通じてＤＶＤを用いた学習や、３Ｄソナーの

画像を通じて海底の魚礁の姿などを確認することが出来

ます。この船が活用され坊勢の漁業をはじめ、観光面で

も坊勢島がますます活気づくことでしょう。

	 ２	 ようそろ

	 ３	 イカナゴ漁	始まる
	 	 ＪＦ坊勢	漁業体験見学船	第八ふじなみ竣工

	 ４	 ＪＦ明石浦	浜の活力再生プラン	優良事例表彰
	 	 第24回	全国青年・女性漁業者交流大会

	 ５	 明石海峡安全対策協議会
	 	 ライフジャケット義務化から１年

	 ６	 シンポジウム「里海保全の最前線」
	 	 「淡路島サクラマス」３月１日解禁

	 ７	 兵庫JCC通信

	 ８	 旬に想う
	 	 大輪田塾だより
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平
成
31
年
３
月
10
日
（
日
）、
姫
路
市
家
島
町
坊
勢
の

家
島
群
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
、
Ｊ
Ｆ
・
行
政
な
ど

多
く
の
関
係
者
が
訪
れ
る
な
か
、
Ｊ
Ｆ
坊
勢
（
岡
田 

武

夫
組
合
長
）
の
漁
業
体
験
見
学
船　
第
八
ふ
じ
な
み
の
竣

工
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

  

岡
田
組
合
長
は
「
県
・
市
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の

お
力
添
え
に
よ
り
竣
工
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
漁
業

体
験
を
通
じ
て
今
後
の
坊
勢
島
の
漁
業
の
み
な
ら
ず
、
漁

家
民
泊
な
ど
島
内
を
活
性
化
し
た
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
第

八
ふ
じ
な
み
を

活
用
し
、
単
な

る
一
般
的
な
観

光
漁
業
と
し
て

だ
け
で
な
く
、

市
内
の
小
中
学

生
な
ど
の
自
然

学
校
や
環
境
学

習
で
の
利
用

や
、
魚
食
普
及

推
進
に
役
立
て

る
と
と
も
に
、

漁
家
民
泊
な
ど

新
た
な
産
業
と

連
携
し
、坊
勢
島
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

第
八
ふ
じ
な
み

　
船
質　
ア
ル
ミ
軽
合
金

　
長
さ　
二
十
一・二
一
メ
ー
ト
ル　
幅　
四・三
八
メ
ー

ト
ル　
深
さ　
一・五
五
メ
ー
ト
ル　
総
ト
ン　
数
十
九

ト
ン
。

　
主
エ
ン
ジ
ン　
い
す
ゞ
製
の
十
二
気
筒
、
千
三
百
馬
力

　
最
新
型
の
漁
船
用
機
器
類
を
装
備
し
、
特
に
ス
リ
ー
Ｄ

ソ
ナ
ー
に
よ
り
、
海
底
の
地
形
を
立
体
的
に
見
る
こ
と
が

で
き
、
漁
礁
の
位
置
や
形
を
客
室
に
あ
る
モ
ニ
タ
ー
へ
映

し
、
画
像
で
実
感
す
る
事
が
出
来
ま
す
。

　
モ
ニ
タ
ー
は
四
基
あ
り
ソ
ナ
ー
画
像
の
ほ
か
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
放
映
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
イ
カ
ナ
ゴ
漁
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
兵
庫
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー

が
イ
カ
ナ
ゴ
新
子
の
数
が
少
な
い
と
予

想
し
た
こ
と
を
受
け
、
２
月
27
日
（
火
）

の
試
験
曳
き
の
結
果
、
解
禁
日
は
３
月
５

日
と
な
り
ま
し
た
。

　
解
禁
後
、
漁
期
前
の
予
想
の
と
お
り
水

揚
げ
量
が
少
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

浜
で
の
入
札
価
格
や
鮮
魚
店
・
ス
ー
パ
ー

で
の
販
売
価
格
が
高
値
で
推
移
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
大
阪
湾
で
は
漁
獲
量
が
非
常
に

少
な
く
、
大
阪
湾
で
漁
を
行
う
神
戸
市
・

淡
路
島
・
大
阪
府
の
漁
業
者
で
協
議
を
行

い
、
８
日
を
以
っ
て
来
年
以
降
の
資
源
を

残
す
た
め
に
漁
期
終
了
と
の
判
断
と
な

り
ま
し
た
。

　
播
磨
灘
側
で
は
、
引
き
続
き
漁
は
続
き

ま
す
。（
３
月
15
日
現
在
）

船内客室

イカナゴ漁 始まる！
　～今年は３月５日に解禁～

Ｊ
Ｆ
坊
勢 

漁
業
体
験
見
学
船 

第
八
ふ
じ
な
み
竣
工
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Ｊ
Ｆ
全
漁
連
と
水
産
庁
は
３
月
４

日
、
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
の
全
国

推
進
会
議
と
優
良
事
例
表
彰
式
を
東

京
・
千
代
田
区
の
コ
ー
プ
ビ
ル
で
開

催
し
、
会
場
に
は
、
全
国
の
Ｊ
Ｆ
漁

連
や
Ｊ
Ｆ
、
地
方
公
共
団
体
な
ど

１
０
０
人
を
超
え
る
関
係

者
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
全
国
推
進
会
議
で
は
、

水
産
庁
が
浜
プ
ラ
ン
の
実

施
状
況
等
に
つ
い
て
報

告
し
た
ほ
か
、
優
良
事
例

表
彰
受
賞
者
の
３
団
体
が

取
組
事
例
を
報
告
し
ま
し

た
。
会
議
終
了
後
に
開
か

れ
た
優
良
事
例
表
彰
式
で

は
、
漁
業
所
得
の
向
上
に

関
し
て
他
地
域
の
模
範
と

な
る
優
良
な
取
り
組
み
を

行
っ
た
８
地
区
を
、
髙
鳥

修
一
農
林
水
産
副
大
臣
や

長
谷
成
人
水
産
庁
長
官
、

岸 

宏
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
会
長
、

関
係
団
体
代
表
ら
が
表
彰

し
ま
し
た
。

　
「
漁
済
連
会
長
賞
」
に

は
、
全
国
で
１
番
初
め
に

承
認
さ
れ
た
浜
プ
ラ
ン
で

も
あ
る
、
兵
庫
県
地
域
水

産
業
再
生
委
員
会
明
石
浦
部
会
の

「
明
石
の
ま
え
も
ん
の
買
取
販
売 

サ

ポ
ー
タ
ー
づ
く
り
で
販
路
を
拡
大
」

が
選
ば
れ
、
Ｊ
Ｆ
明
石
浦 

戎
本 

裕

明
組
合
長
が
表
彰
状
を
受
け
取
り
ま

し
た
。

Ｊ
Ｆ
明
石
浦

 
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン 

優
良
事
例
表
彰

発表する山崎会長

　
平
成
30
年
２
月
28
日
（
木
）

～
３
月
１
日
（
金
）
に
か
け
て

第
24
回 

全
国
青
年
・
女
性
漁

業
者
交
流
大
会
が
、
東
京
・
千

代
田
区
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
全

国
の
青
年
・
女
性
漁
業
者
が
、

日
頃
の
研
究･

実
践
活
動
の
成

果
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
参

加
者
間
の
交
流
に
よ
り
知
識

や
情
報
を
共
有･

進
化
さ
せ
て

水
産
業･

漁
村
の
活
性
化
目
的

と
し
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
本
県
か
ら
は
、
淡
路
地
区
漁

協
青
壮
年
部
連
合
会 

山
崎
大

輔
会
長
が
、
地
域
活
性
化
部
門

に
お
い
て
「
青
年
部
が
や
る
べ

き
こ
と 

～
島
の
魅
力
発
信 

将

来
に
繋
ぐ
私
た
ち
の
思
い
～
」
と
題
し
、
洲
本
市

農
業
青
年
会
議
と
の
異
業
種
間
連
携
に
よ
る
淡
路

島
の
１
次
産
業
の
魅
力
発
信
の
活
動
や
淡
路
さ
か

な
屋
マ
ッ
プ
作
製
、
観
光
客
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実

施
に
よ
る
デ
ー
タ
収
集
な
ど
の
活
動
に
つ
い
て
発

表
し
ま
し
た
。

　
１
日
に
行
わ
れ
た
結
果
発
表
で
は
、
取
組
内
容

が
評
価
さ
れ
「
Ｊ
Ｆ
共
水
連
会
長
賞
」
を
受
賞
し

ま
し
た
。（
発
表
資
料
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
リ
ン
ク

先
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。）

第24回 全国青年・女性漁業者交流大会
　～淡路漁青連 ＪＦ共水連会長賞 受賞！～
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明
石
海
峡
安
全
対
策
協

議
会
（
事
務
局
：
神
戸
海

上
保
安
部
航
行
安
全
課
）

は
、
国
内
有
数
の
輻
輳
海

域
で
あ
る
明
石
海
峡
を
利

用
す
る
漁
業
者
と
船
舶
運

営
会
社
等
の
関
係
者
の
相

互
理
解
を
深
め
る
た
め
、

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
度

は
、
２
月
22

日
（
金
）
に

明
石
市
の
兵

庫
県
水
産
技

術
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ

れ
、
漁
業
関

係
者
や
大
型

船
運
航
会
社

の
関
係
者
ら
約
30
名
が
、
明
石
海
峡
で
の

海
難
事
故
防
止
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。

　
こ
の
日
は
、
神
戸
海
上
保
安
部
航
行

安
全
課
第
一
海
務
係 

仲
田 

幸
生
係
長
よ

り
、
第
五
管
区
海
上
保
安
部
管
内
の
海
難

発
生
状
況
な
ど
の
説
明
と
、
兵
庫
県
水
産

技
術
セ
ン
タ
ー 

岡
村 

武
司
専
門
技
術
員

よ
り
「
兵
庫
県
瀬
戸
内
海
の
漁
業
」
と
題

し
た
講
演
が
行
わ
れ
、
瀬
戸
内
海
の
漁
業

種
類
や
漁
船
数
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
当
セ
ン
タ
ー
の
施
設
見
学

を
行
い
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
は
漁
業
者
が

大
型
船
運
航
会
社
関
係
者
へ
漁
具
模
型
を

見
な
が
ら
水
中
の
網
の
様
子
な
ど
を
説
明

し
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
、
イ
カ
ナ
ゴ
盛
漁
期
の

出
向
状
況
や
午
前
中
に
お
け
る
大
型
船
の

運
航
時
間
調
整
と
い
っ
た
話
題
の
ほ
か

に
、
小
型
底
曵
船
の
水
中
の
ワ
イ
ヤ
ー

状
況
や
船
曵
網
の
ブ
イ
下
の
網
の
状
況
、 

漁
労
中
の
小
型
船
の
動
き
に
つ
い
て
な

ど
、
様
々
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
終
了
し
ま

し
た
。

明石海峡安全対策協議会 開催

　
小
型
船
舶

に
お
け
る
ラ

イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
の
完

全
着
用
義
務

化
が
ス
タ
ー

ト
し
、
１
年

が
経
過
ま
し

た
。

　
平
成
30
年

２
月
１
日
か

ら
、
小
型
船

舶
の
船
長

は
、
原
則
、

す
べ
て
の
乗

船
者
に
ラ
イ

フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
を
着
用

さ
せ
る
こ
と

が
義
務
に
な

り
、
着
用
さ

せ
な
い
と
違

反
と
な
り
ま

す
。

　
違
反
し
た

船
長
に
は
違
反
点
数
が
課
せ
ら
れ
、

最
大
で
６
カ
月
の
免
許
停
止
と
な
り

ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
従
来
か
ら
義
務
化
と

な
っ
て
い
た
一
人
乗
り
漁
船
に
つ
い

て
は
、
従
来
通
り
違
反
点
数
は
課
さ

れ
ま
す
。

　
命
を
守
る
「
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
」。キ
ッ
チ
リ
着
用
し
ま
し
ょ
う
！

　
救
命
胴
衣
・
救
命
合
羽
の
購
入
、

お
問
い
合
わ
せ
は
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁

連
資
材
部
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
８―

９
４
２―
９
２
７
２
）
へ

遵守事項違反点数

違反の内容 点数 他人を死傷
させた場合

酒酔い等操縦
自己操縦義務違反
危険操縦
見張り実施義務違反

３点 ６点

ライフジャケットの非着用
発航前の検査義務違反 ２点 ５点

行政処分基準
過去１年以内の違反累積点数

３点 ４点 ５点 ６点

過去３年以内の
処分前歴※

無 処分の対象外 業務停止
１か月

業務停止
２か月

有 業務停止
３か月

業務停止
４か月

業務停止
５か月

業務停止
６か月

※ 処分前歴とは、遵守事項違反等による処分又は海難審判所の裁決による操
縦免許に係る処分の前歴をいう

小型船舶におけるラフジャケット 着用義務から１年経過
着用していますか！！

救命合羽

船曵網を説明するＪＦ淡路島岩屋東根組合長

ノリ網養殖を説明するＪＦ明石浦戎本組合長
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
　
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
（
岸 

宏
代
表
理
事
会
長
）

と
全
国
内
水
面
漁
連
（
宮
腰 

光
寛
代
表

理
事
会
長
）
は
２
月
23
日
、
東
京
・
文
京

区
の
東
京
大
学
安
田
講
堂
で
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
里
海
保
全
の
最
前
線
」（
２
０
１
８

年
度
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
報
告

会
）
を
開
催
し
、
全
国
か
ら
漁
業
関
係
者

ら
約
５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
水
産
業
と
漁

村
に
は
、
国
民
へ
安
全
で
新
鮮
な
水
産
物

を
安
定
供
給
す
る
ほ
か
に
、
藻
場
や
干
潟

等
の
沿
岸
環
境
や
、
河
川
環
境
の
保
全
、

監
視
活
動
、
環
境
教
育
の
場
の
提
供
な
ど

多
面
的
な
役
割
が
あ
り
、
漁
業
者
や
漁
村

が
こ
れ
ら
多
面
的
機
能
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
こ
と
を
多
く
の
国
民
や
教
育
関
係

者
へ
伝
え
る
た
め

開
催
さ
れ
、
基
調

講
演
の
ほ
か
、
８

地
区
の
活
動
組
織

に
よ
る
環
境
生
態

系
の
保
全
や
海
の

安
全
確
保
な
ど
の

取
り
組
み
と
成
果

の
紹
介
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で

は
、「
持
続
可
能

な
社
会
づ
く
り
の

た
め
の
地
域
と
学
校
の
協
働
」
を
テ
ー
マ

に
、
多
摩
市
立
南
鶴
牧
小
学
校 

關
口 

寿
也

校
長
（
全
国
小
中
学
校
環
境
教
育
研
究
会

研
究
部
長
）
が
学
校
教
育
の
中
で
環
境
教

育
を
行
う
こ
と
の
難
し
さ
や
外
部
と
の
協

力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
部
の
「
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対

策
と
教
育
活
動
」
と
題
し
た
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
船
橋
市
漁
業
協
同
組
合
活

動
グ
ル
ー
プ
（
千
葉
県
）、
南
川
ラ
イ
ン

レ
ス
キ
ュ
ー
隊
（
福
井
県
）、
芦
北
地
域

ア
マ
モ
場
再
生
・
保
全
活
動
組
織
（
熊
本

県
）
が
教
育
や
学
習
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
話
題
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
２
部
の
活
動
報
告
で
は
区
活
動
組
織

（
長
崎
県
）、
北
限
域
（
内
浦
湾
）
の
造
礁

サ
ン
ゴ
群
落
保
全
会
（
静
岡
県
）、
宇
佐

地
区
協
議
会
（
高
知
県
）、
大
杉
谷
川
を

よ
み
が
え
ら
せ
る
会
（
石
川
県
）、
中
泊

町
沿
岸
訓
練
実
施
隊
・
小
泊
海
の
監
視

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
組
織
（
青
森
県
）
が

環
境
保
全
や
海
の
安
全
確
保
の
取
り
組
み

を
説
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
県
か
ら
は
、
兵
庫
運
河
の
自

然
を
再
生
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
み
ん
な

で
目
指
す
「
豊
か
な
里
海
」「
ゆ
り
か
ご

の
海
」』
と
香
住
の
海
の
会
『
海
の
監
視

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
の
取
り
組
み
』
の
パ

ネ
ル
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
里
海
保
全
の
最
前
線
」が
開
催

　

～
水
産
多
面
的
機
能
に
関
わ
る
教
育
活
動
や

 

環
境
保
全
活
動
な
ど
を
紹
介
～　

　
待
ち
に
待
っ
た

「
淡
路
島
サ
ク
ラ
マ

ス
」
の
出
荷
が
３
月

１
日
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

南
あ
わ
じ
市
内
の
店

舗
の
み
で
し
か
提
供

さ
れ
て
い
な
か
っ
た

『
淡
路
島
サ
ク
ラ
マ

ス
』
グ
ル
メ
が
今
年

は“
淡
路
島
内
全
域
”

の
各
観
光
宿
泊
施
設

や
飲
食
店
等
の
全
40

店
舗
で
３
月
～
５
月

末
ま
で
の
間
楽
し
め

ま
す
。

　
淡
路
島
サ
ク
ラ
マ

ス
は
冬
の
「
淡
路
島

３
年
と
ら
ふ
ぐ
」、

夏
の「
べ
っ
ぴ
ん
鱧
」

の
合
間
（
３
月
か
ら

５
月
）
に
淡
路
島
の

新
し
い
ご
当
地
ブ
ラ
ン
ド
を
育
て
よ

う
と
、
Ｊ
Ｆ
福
良
、
観
光
協
会
、
飲

食
店
、
県
・
市
な
ど
関
係
者
み
な
で

知
恵
を
絞
り
、
一
昨
年
誕
生
し
た
期

待
の
新
星
で
す
。
４
年
前
ま
で
は
島

に
存
在
し
な
か
っ
た
サ
ク
ラ
マ
ス
が

淡
路
島
の
春
の
名
物
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　
養
殖
量
に
つ
い
て
は
、
昨
年
は

２
業
者
で
１
４
、０
０
０
匹
だ
っ

た
と
こ
ろ
を
、
今
年
は
３
業
者
で

２
３
、５
０
０
匹
を
育
て
て
い
ま
す
。

　
提
供
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
全
部

で
76
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、
そ
の
う
ち

５
月
限
定
で
淡
路
島
の
春
の
３
大

フ
ィ
ッ
シ
ュ
（
淡
路
島
サ
ク
ラ
マ
ス

＋
し
ら
す
＋
サ
ワ
ラ
）
が
１
つ
の
丼

に
の
っ
た
『
春
☆
ス
タ
ー
丼
』
が
19

店
舗
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は「
淡
路
島
サ
ク
ラ
マ
ス
」

で
検
索
を
！

　

http://w
w

w
.aw

ajikoku.
com

/sakuram
asu/

「淡路島サクラマス」３月１日解禁！
　～今年で３年目、淡路島全島でデビュー！　40店舗76メニュー登場！～

有名３魚をのせた『春☆スター丼』の例

淡路島サクラマスプロモーション実行委員会

メニューの例

ご当地グルメのお披露目会サクラマス
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日時：2019年２月12日（火）　10：00～17：15

場所：生活協同組合コープこうべ協同学苑 研修棟

　中堅・若手職員を対象に協同組合間の交流と「協

同組合人」としての連帯感醸成をはかり、SDGｓ

を含む社会的課題解決に向けた企画と実践を行う

「虹の仲間づくりカレッジ」。今年度は、26人のカ

レッジ生が５班に分かれ、各班ごとに取り組むテ

ーマを定め、企画・実践に取り組んできました。

　２月12日（火）、今年度の最終回となる第３回目

は、その実践報告会です。午前中は、10月～２月

に各班ごとに実践した内容をパワーポイント等で

報告用資料を作成する等、発表準備をすすめまし

た。午後からは、各班の実践発表＆相互評価を行

いました。

　どの班も、課題をしっかり見据え、実践に向け

て事前に関係部局と調整を進めており、地に足の

着いたレベルの高い実践報告会となりました。参

加者からも、「協同組合として何ができるかをこれ

からも考えて続けていきたい」「社会的課題を解決

するために、日々の業務で何かプラスにできるこ

とがないかを意識して業務にあたります」等、前

向きの感想が寄せられ、自信と手ごたえを感じた

カレッジになったようです。

 ＪＡ兵庫南

　ＪＡ兵庫南は、農業振興と地域の活性化を目指

す取り組みの中で、担い手農家から意見を聴くた

め懇談会を開きました。多くの農家が労働力不足

に悩んでいることが改めて分かりました。そこで、

障がい者の就労と農家の農作業支援の双方にメ 

リットが期待できる「農福連携」に注目し、取り

組みを始めました。

　昨年９月、相互理解を深めるため、障がい者と

農業者が共に農作業を実施。ＪＡが稲美町に設

置している「にじいろ農園」で、障がい者がＪＡ青

壮年部員の指導を受けながら、キャベツ苗の定植

やニンジンの種をまきました。

　その後、除草などの作業を協力して行い、この

冬に収穫。今年１月、地域の人々に障がい者たち

が育てた農作物を買って食べてもらい、農業と福

祉への理解を深めてもらう、「農福連携マルシェに

じいろ」を６次産業化拠点「にじいろふぁ～みん」

で開きました。農作物や加工品の販売のほか、障

がい者が太鼓の演奏を行うなど、大勢の来場者で

にぎわいました。

　ＪＡでは、農福マルシェを機会に次のステップと

して、地域の障がい者就労支援事業所と連携して、

障がい者が農家の農作業に就労できる仕組みづく

りを目指しています。

障がい者就労と
農家支援目指して

農福連携マルシェ開く

兵庫ＪＣＣ 第３回

虹の仲間づくりカレッジ報告

障がい者とＪＡ青壮年部員が力を合わせて
キャベツ苗の定植やニンジンの種まきを行いました



　
２
月
の
大
輪
田
塾
は
26
日（
火
）に
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
部「
組
合
の
経
営
成
績
で
あ
る
決
算
書
に
つ
い
て
」で
は
、Ｊ
Ｆ
兵

庫
漁
連
指
導
部 

組
織
強
化

担
当 

課
長
役 

中
筋 

昭
夫
氏

よ
り
、決
算
書
の
貸
借
対
照

表
・
損
益
計
算
書
の
説
明
が

行
わ
れ
、
演
習
に
て
資
産
・

負
債
・
純
資
産
を
計
算
し
経

営
タ
イ
プ
を
判
別
し
ま
し

た
。決
算
書
を
見
る
こ
と
で
、

所
属
す
る
組
合
の
状
況
を
知

り
、組
合
経
営
の
意
思
決
定

に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
第
２
部「
最
近
の
水
産
庁

の
施
策
に
つ
い
て
」で
は
、

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
指
導
部 

課

長 

佐
藤 

泰
弘
氏
よ
り
、浜

の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
や
浜
の

担
い
手
漁
船
リ
ー
ス
緊
急
事

業
な
ど
近
年
の
補
助
事
業
に

つ
い
て
の
詳
し
く
説
明
が
行

わ
れ
、た
だ
金
銭
的
補
助
を

受
け
る
の
で
は
な
く
、何
を

目
的
と
し
て
補
助
を
受
け
て

い
る
の
か
を
意
識
し
、責
任

を
持
ち
補
助
事
業
を
利
用
し

て
欲
し
い
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
日
の
講
義
は
、組
合

経
営
の
成
績
を
判
断
す
る
決

算
書
の
見
か
た
、国
の
補
助

事
業
を
学
ぶ
内
容
の
濃
い
講

義
と
な
り
ま
し
た
。

◆
解
説
と
は
、
良
く
判
る
よ
う
物
事
を
分
析
し
て
説
明
す
る
事
と
「
広
辞
苑
」

に
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ス
解
説
で
は
、
近
々
の
出
来
事
を
詳
細
に
解
き
明
か
し
、
徹

底
的
に
判
ら
せ
よ
う
と
す
る
。
事
件
の
発
生
か
ら
経
緯
を
子
細
に
解
析
し
、
噛

ん
で
含
め
る
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。
週
刊
誌
の
特
集
記
事
は
、
凶
悪
犯
罪
や
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
を
取
り
上
げ
大
仰
に
解
説
、
ま
た
誰
と
誰
が
仲
良
し
で
彼
と
彼

女
は
ど
う
な
っ
た
と
人
気
タ
レ
ン
ト
の
行
状
を
暴
露
し
た
り
す
る
。
旺
盛
な

サ
ー
ビ
ス
精
神
は
、
往
々
に
目
を
逸
ら
し
た
く
も
な
る
が
、
此
処
ま
で
や
る
か

と
野
次
馬
根
性
を
大
い
に
刺
激
し
て
も
呉
れ
る
。
好
奇
心
を
掻
き
立
て
て
、
時

に
は
唖
然
と
さ
せ
る
。

◆
観
光
バ
ス
で
は
ガ
イ
ド
嬢
が
、
そ
の
土
地
の
名
所
旧
跡
を
案
内
し
て
く
れ

る
。
流
れ
る
よ
う
な
名
調
子
で
町
の
見
所
を
指
し
示
し
、
客
は
右
に
左
に
首
を

振
り
つ
つ
、
ガ
イ
ド
の
手
の
動
き
に
合
わ
せ
て
聞
く
。
し
か
し
、
バ
ス
を
降
り

れ
ば
、
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
る
。
耳
か
ら
入
っ
た
情
報
は
、
余
程
の
こ
と
が
な

い
限
り
記
憶
に
は
残
ら
ず
、
右
か
ら
左
へ
と
流
れ
去
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
も

あ
れ
ば
、
思
い
出
す
助
け
に
は
な
る
の
だ
ろ
う
が
、
ず
っ
と
以
前
の
旅
で
は
解

説
書
が
大
い
に
役
立
つ
。
遠
く
に
行
っ
た
事
を
楽
し
み
、
食
べ
た
物
を
思
い
出

す
の
は
旅
の
記
憶
と
し
て
の
楽
し
み
だ
。
旅
行
に
出
る
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類

を
集
め
る
事
だ
。

◆
文
庫
本
の
巻
末
に
解
説
と
称
す
る
頁
が
あ
る
。
そ
の
本
の
見
ど
こ
ろ
勘
ど

こ
ろ
が
丁
寧
に
説
明
さ
れ
て
お
り
、
必
要
な
さ
そ
う
な
随
筆
本
に
ま
で
解
説

が
つ
い
て
い
る
。筆
者
は
文
庫
本
を
買
う
と
、そ
の
解
説
頁
か
ら
読
み
始
め
る
。

読
み
方
の
参
考
に
な
る
し
、
何
か
安
心
し
て
読
め
る
気
分
に
な
れ

る
の
で
好
き
だ
。
旺
文
社
文
庫
と
し
て
出
版
し
た
岡
本
綺
堂
『
半
七

捕
物
帳
』に
は
、
江
戸
文
化
を
丁
寧
に
説
明
し
た
素
晴
ら
し
い
内
容

の
解
説
が
あ
る
。
辞
書
に
も
載
っ
て
い
な
い
話
や
、
民
族
や
風
習
の

解
説
部
分
が
実
に
面
白
く
語
ら
れ
て
あ
り
、
江
戸
情
緒
も
じ
っ
く

り
と
満
喫
で
き
る
し
、
捕
物
話
し
と
と
も
に
価
値
の
あ
る
文
庫
だ

っ
た
。

◆
一
度
観
た
映
画
は
、
筋
書
き
が
判
っ
て
い
る
分
だ
け
興
味
が
殺

（
そ
）が
れ
、
面
白
み
が
少
な
く
な
る
。
前
知
識
が
無
け
れ
ば
、
も
っ

と
新
鮮
な
感
動
が
あ
っ
て
愉
し
さ
が
倍
増
さ
れ
る
筈
の
も
の
だ
。

同
様
に
、
結
果
の
判
っ
て
い
る
推
理
小
説
は
読
ん
で
も
詰
ま
ら
な

い
。
こ
の
先
、
何
が
起
き
る
か
不
明
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
好
奇
心
を

刺
激
し
感
動
や
興
奮
度
が
高
ま
る
。
初
め
て
の
道
を
歩
く
時
も
、
知

ら
な
い
と
い
う
不
安
と
共
に
、
新
奇
な
出
会
い
に
対
す
る
期
待
感

が
大
き
く
膨
ら
む
の
で
あ
る
。
暮
ら
し
に
張
り
合
い
を
持
た
せ
る

も
の
は
、
未
知
の
世
界
へ
乗
り
出
す
ワ
ク
ワ
ク
感
で
あ
る
よ
う
な

気
が
し
て
い
る
。
未
知
の
事
を
知
る
喜
び
は
、
何
に
も
変
え
難
い
。

「
解
説
」さ
れ
る
こ
と
に
疑
問
を
持
つ
の
は
そ
ん
な
時
な
の
で
あ
る
。

००
写真と文

༡ํࢠ

松
の
芽

解説ということ

「
組
合
の
経
営
成
績
で
あ
る
決
算
書
に
つ
い
て
」

「
最
近
の
水
産
庁
の
施
策
に
つ
い
て
」

佐藤課長の講義 中筋課長役の講義
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